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微小表面用温度センサ 

ST-55/ST-56 取扱説明書 

IMD01C01-J3 
理化工業製品をお買い上げいただきましてありがとうございます。本製品を
お使いになる前に、本書をよくお読みいただき、内容を理解されたうえでご
使用ください。なお、本書は大切に保管し、必要なときにご活用ください。 

本書の表記について 
: 感電、火災(火傷)等、取扱者の生命や人体に危険がおよぶ

恐れがある注意事項が記載されています。 

: 操作手順等で従わないと機器損傷の恐れがある注意事項が

記載されています。 

: 特に、安全上注意していただきたいところにこのマークを

使用しています。 

: 操作や取扱上の重要事項についてこのマークを使用してい

ます。 

: 操作や取扱上の補足説明にこのマークを使用しています。 

: 詳細・関連情報の参照先にこのマークを使用しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

輸出貿易管理令に関するご注意 

大量破壊兵器等（軍事用途・軍事設備等）で使用されることがない様、

最終用途や最終客先を調査してください。なお、再販売についても不正

に輸出されない様、十分に注意してください。 
 
 

 本製品は、産業機械、工作機械、計測機器に使用されることを意図し

ています。(原子力設備および人命にかかわる医療機器などには使用し

ないでください。) 
 センサ測温部(粘着テープ部含む)には人肌や汚染物質等が触れないよ

うにしてください。性能劣化の原因となります。 
 本書に記載されている注意事項を必ず守ってください。注意事項を守

らずに使用すると、重大な傷害や事故につながる恐れがあります。 
 ノイズ誘導の影響を避けるため、本製品を計器電源線、動力電源線、

負荷線から離して配線してください。 

ご使用の前に 
 当社は以下に示す損害をユーザーや第三者が被っても、一切の責任を

負いません。 
 本製品を使用した結果の影響による損害 
 当社において予測不可能な本製品の欠陥による損害 
 本製品の模倣品を使用した結果による損害 
 その他、すべての間接的損害 

 万一、製造上の不備による故障、輸送上の事故などによる故障を発見

しましたら、当社までご連絡ください。 
 本書の記載内容は、お断りなく変更することがあります。本書の内容

については、万全を期しておりますが、万一ご不審な点やお気づきの

点などがありましたら、当社までご連絡ください。 
 本書の一部または全部を無断で転載、複製することを禁じます。 

1. 現品の確認 
ST-55/ST-56 は、微小表面の温度測定に適した貼付タイプ温度センサです。

なお、お手元の製品が揃っていることを確認してください。 

1.1 型式コード 
 
 
 
 

(1) 熱電対種類 
K: K 熱電対 

(2) 先端部熱電対形態 (素線径／被覆種類) 
TA:  0.076 mm/テフロン被覆 (単線タイプ) 
TB:  0.076 mm/テフロン被覆 (一対合体タイプ) 
TC:  0.127 mm/テフロン被覆 (一対合体タイプ) 
TD:  0.254 mm/テフロン被覆 (一対合体タイプ) [ST-56 のみ] 
CA:  0.10 mm/セラミックコート (単線タイプ) 
CB:  0.20 mm/セラミックコート (単線タイプ) 
CC:  0.32 mm/セラミックコート (単線タイプ) [ST-56 のみ] 

(3) 先端部熱電対素線長 (単位: mm) [ST-55: L1 寸法、ST-56: L 寸法] 
注文時指定となります (例 50 mm: コード 0050) 

(4) 先端部粘着テープ 
P: ポリミイド製 G: ガラス不繊布製 N: なし 

(5) 接続部仕様 [ST-55 のみ] 
G: シリコーンゴム被覆  

(6) 中継部熱電対形態 (素線径／被覆種類) [ST-55 のみ] 
TC:  0.127 mm/テフロン被覆 (一対合体タイプ) 
TD:  0.254 mm/テフロン被覆 (一対合体タイプ) 

(7) 中継部熱電対素線長 (単位: mm) [ST-55 のみ: L2 寸法] 
注文時指定となります (例 200 mm: コード 0200) 

(8) 端末処理 
C1: 熱電対小型コネクタプラグ CMP01-K (RKC 製) 
C2: 熱電対小型コネクタプラグ CMR01-K (RKC 製) 
C3: 熱電対小型コネクタプラグ 1260-K (マリン社製) 
Y: M3 用 Y ラグ端子 
G: DP-350/DP-700 接続用ケーブルコネクタ対応 
N: 未処理 

(9) 先端むき出し長 [ST-55、ST-56: L3 寸法] 
記号なし: 2 mm (標準品) 
03～30: 3～30 mm (1 mm 単位で指定可) 

1.2 梱包品 
 センサ本体 (ST-55 または ST-56) 
 ST-55/ST-56 取扱説明書 (IMD01C01-J3) 

 

2. 外形寸法図 
 測温部／中継部 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(次ページへ続く)

注 意 

警 告 

注 意 
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中継部熱電対ありタイプ 中継部熱電対なしタイプ 

ST-55 K-  -G- -- ST-56 K-  --
 (1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (1) (2) (3) (4) (8) (9)

 (単位: mm)

2
シリコーンゴム被覆 (耐熱温度 170 C) 

1注文時指定の長さとなります。[最小寸法 L1 (ST-55): 50 mm   L2 (ST-55)、L (ST-56): 200 mm] 
ただし、L2 および L の寸法は端末部仕様によって異なります。 
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3 L3 (先端むき出し長) は 2～30 mm の範囲で指定可能です。L3 寸法の公差は、20.5mm、3～101.0mm、

11～202.0mm、21～303.0mm となります。なお、L3 寸法 (公差含む) は、出荷時の寸法です。素線

引き回しや使用温度環境によっては、指定寸法からずれることがあり、保証寸法ではありません。

  
  

 本製品の故障や異常がシステムの重大な事故につながる恐れの

ある場合には、外部に適切な保護回路を設置してください。 

 すべての配線が終了するまでセンサ用変換器の電源を ON にし

ないでください。感電・火災・故障の原因になります。 

 本製品は、記載された仕様の範囲内で使用してください。火災・

故障の原因になります。 

 引火性・爆発性・腐食性ガス、蒸気、薬品、粉塵 (導電性粉塵含

む) のあるところでは使用しないでください。 

 電源等の高電圧または高電流容量ラインに本製品を接触させた

り、貼り付けたりはしないでください。感電・故障の原因になり

ます。 

 測温直後の本製品には手で触れないでください。火傷・凍傷の恐

れがあります。 

 本製品の分解、修理、改造、部品交換はしないでください。感電・

火災・故障の原因になります。 

 本製品は医療用ではありません。医療行為や人命に関わる医療機

器等には使用しないでください。 

! 警 告 
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 端末部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. 使用方法 
測定対象の表面温度を正確に測定するためには、取り扱う上での注意事

項や制約事項があります。必ず読んでからご使用ください。 

3.1 使用上の注意 
開梱時、熱電対の先端むき出し部の素線 (極、極) が接触して
いる状態の場合、素線にストレスが掛からないよう丁寧に離し
てください。特に、先端むき出し部の素線が 2 mm (標準寸法) を
超えると、素線どうしが接触しやすくなります。 

本センサ使用の際、必ず、先端むき出し部の素線 (極、極) が
短絡しないように設置してください。素線どうしが接触し、短
絡した状態で使用すると、測温部の温度を指示しなかったり、
指示値がふらついたりするなどの原因となります。 

本センサは最高使用温度以下で使用してください。なお、各部(先
端部・接続部・中継部)で最高使用温度が異なります。 

セラミックコートタイプは、取り扱う上で次のことを必ず守っ
てください。セラミックコート表面の剥離やキズは、絶縁性が
低下する原因となります。 
 セラミックコート表面を擦ったり傷つけたりしないでくださ

い。また、水滴や粉塵等の付着を取り除くときも同様です。 
 電解質溶液に浸したりしないでください。 
 許容曲げ半径よりも小さく曲げないでください。 
許容曲げ半径: セラミックコート  0.10 mm R20 以上 
   0.20 mm R40 以上 
   0.32 mm R60 以上 

 引っ張たり、曲げ延ばしたりはしないでください。 

測温部をネジ等で挟み込んで固定する場合、必要以上の力を加
えないでください。センサ断線、被覆破壊の原因となります。 

市販の接着剤・粘着テープを使用する場合、被測定面の温度が
センサ最高使用温度以下であること、かつ接着剤や粘着テープ
の使用温度範囲内であることを必ず確認してください。 

 

3.2 測定面への貼付･接着 
1. 測定する表面 (以後、被測定面) の油汚れ・ゴミ等を取り除きます。 
 

被測定面の清掃は、必ず常温で行ってください。被測定面が汚
れていると、測定誤差を生じたり、貼り付けまたは接着しづら
くなったりします。 

 

2. 被測定面に測温部を密接するように貼り付けまたは接着します。 

テフロン被覆タイプ (粘着テープ付き): 
被測定面にテープごと測温部を貼り付けます。測温部が浮いている

と、測定誤差の原因となります。特にテフロン被覆タイプは、被覆

の厚みがあるので注意が必要です。 

セラミックコート熱電対: 
仕様環境に応じた接着剤で測温部を接着します。 

3.3 機器との接続 
センサには極性があります。端末仕様によって、極性の識別方法が異な

るため、機器などに接続する際には注意してください。 
 

テフロン被覆熱電対を端末未処理で購入された場合、赤色リー

ド線の極性がマイナス、黄色リード線の極性がプラスとなりま

すので、配線を間違えないようにご注意ください。 
 

端末仕様 +極性 極性 

熱電対小型コネクタプラグ (C1/C2/C3 タイプ) 専用コネクタをご使用ください。 

M3 用 Y ラグ端子 (Y タイプ) 赤色 黒色 

DP-350/DP-700 接続用ケーブルコネクタ対応 
(G タイプ) 

当社製 ST-50 専用リードをご使用くだ
さい。 

未処理  
(N タイプ) 

テフロン被覆熱電対 黄色 赤色 

セラミックコート熱電対 赤色 白色 
 

専用コネクタ等については、最寄りの当社営業所またはお買い上げ代理店までご相談
ください。 

 

4. トラブルシューティング 
以下は、センサ故障の一般的な症状、推定原因およびその対処方法です。

下記以外の症状については、周辺機器側の不具合も考えられます。周辺

機器側に不具合がないかどうかも確認してください。 
 

症 状 推定原因 対処方法 

 センサに接続した指示計器が異
常に高い温度を指示する、また  
はオーバースケール表示する 

センサ･補償導線と計器間の 
接続忘れ、または接続不良 

接続し直す 

 センサに接続した指示計器が 
バーンアウト表示する 

センサ･補償導線の断線 センサ･補償導線を 
交換する 

センサに接続した指示計器の指示
がふらつく 

センサ･補償導線の断線 センサ･補償導線を 
交換する 

 測温部の接着不良  
(浮いている等) 

測温部を密接する 
ように接着し直す 

 ノイズの影響 ノイズ発生源から 
遠ざける 

センサ指示温度の誤差が大きい、
またはおかしい 

センサ･補償導線と計器間の
極性が合っていない 

正しい極性に接続 
し直す 

 センサ･補償導線が測温点以
外でショートしている 

センサ･補償導線を 
交換する 

 測温部の接着不良  
(浮いている等) 

センサ･補償導線を 
交換する  

センサ故障の状態によっては交換が必要となります。詳しくは、最寄りの当社営業所
またはお買い上げ代理店までご相談ください。 

 

5. 仕  様 
使用熱電対: K 熱電対 (接地型)  JIS C 1602-1995 準拠 
階 級: クラス 2 相当 (テフロン被覆タイプのみ) 
測定精度: 0.5 % 1 C 
 [100 C の金属表面温度計測 (銅製) による精度 (出荷時)] 
応答時間: 金属表面温度計測における応答 
 素線径 0.076 mm テフロン被覆 
   0.2 sec (63.2 %応答)   0.8 sec (95.0 %応答) 
 素線径  0.10 mm セラミックコート 
   0.2 sec (63.2 %応答)   0.5 sec (95.0 %応答) 
素線径: ST-55 先端部 テフロン被覆   0.076 mm、 0.127 mm 
  セラミックコート  0.10 mm、 0.20 mm 
 ST-55 中継部  0.127 mm、 0.254 mm 
 ST-56 テフロン被覆:  
   0.076 mm、 0.127 mm、 0.254 mm 
  セラミックコート:  
   0.10 mm、 0.20 mm、 0.32 mm 
最高使用温度: ST-55/ST-56 測温部 
   テフロン被覆 300 C (被覆部分 260 C) 
   セラミックコート 500 C 
 ST-55 接続部 170 C ST-55 中継部 260 C 
 粘着テープ 300 C 
素線抵抗値: 100 以下 (標準品) 

 
(単位: mm)粘着テープ付き仕様の場合 (テフロン被覆タイプ専用) 

30 
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粘着テープ＊ 

台紙 

＊ポリミイド粘着テープまたはガラス不繊布テープ (注文時指定，共に熱硬化型シリコーン系粘着剤を使用)

テープの粘着耐久性: 
150 C まで: 接着･剥離繰り返し使用可能 
200 C まで: 150 C 以下に下げない条件で、接着･剥離繰り返し使用可能

250 C まで: 200 C 以下に下げない条件で、接着･剥離繰り返し使用可能

250 C 以上: 粘着剤が焼き固まり、再接着不可能 

ただし、接着回数は使用環境によって異なります。 

 熱電対小型コネクタプラグ (C1,C2,C3 タイプ) (単位: mm)

[C1: CMP01-K (RKC 製，耐熱温度 140 C)] 

16
.5

 
8 

L2 (ST-55)  L (ST-56) 45 

[C3: 1260-K (マリン社製，耐熱温度 205 C)]

16
 

L2 (ST-55)  L (ST-56) 

7.
9 

31.7

M3 用 Y ラグ端子 (Y タイプ) 
L2 (ST-55)  L (ST-56) 

20 40 

DP-350/DP-700 接続用ケーブルコネクタ対応 (G タイプ) 

DP-350/DP-700 は、当社のハンディタイプデジタル温

度計です。 

L2 (ST-55)  L (ST-56) 

6.
7 

50 

端末部未処理 (N タイプ) 

L2 (ST-55)  L (ST-56) 

1515 20 

[C2: CMR01-K (RKC 製，耐熱温度 220 C)] 




